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皆
様
に
は
新
し
い
年
を
お
元
気
に
お
迎
え
の

こ
と
と
心
よ
り
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

本
年
も
ど
う
か
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

  

「
己
亥
」は「
乱
れ
を
正
す
」年

　

昨
年
の「
戊
戌（
つ
ち
の
え
・
い
ぬ
）」の
年
は
、ど
ち
ら
の

字
に
も
ク
サ
カ
ン
ム
リ
を
つ
け
れ
ば「
茂
」で
、「
繁
茂
」の
年
。

発
展
の
一
方
で
陰
り
や
乱
れ（
矛
盾
や
問
題
）も
生
じ
る

年
で
し
た
。

　

今
年
は「
己
亥（
つ
ち
の
と
・
い
）」。「
己
」は「
整
え
る
」で
、

昨
年
ま
で
に
生
じ
た「
乱
れ
を
正
す
」年
で
す
。そ
し
て「
亥
」

は
木
偏
を
つ
け
る
と「
核
」で「
勢
い
」を
示
す
の
で
、イ
ノ
シ

シ
の
よ
う
な「
勢
い
」を
正
し
い
方
向
に
向
け
れ
ば
よ
い
が
、

間
違
っ
た
方
向
に
い
く
と
、翌
年
の「
庚
子（
か
の
え
・
ね
）」、

さ
ら
に
翌
翌
年
の「
辛
丑（
か
の
と
・
う
し
）」が
、大
変「
辛

い
」年
と
な
る
の
で
、今
年
は
と
て
も
大
事
な
年
に
な
り

ま
す
。

  

歯
科
に
政
策
の
重
心
が
移
っ
て
き
た

　

昨
年
の「
骨
太
方
針
2
0
1
8
」で
は
、一
昨
年
に
引
き
続

き「
口
腔
の
健
康
は
全
身
の
健
康
に
も
つ
な
が
る
」と
し
て

「
生
涯
を
通
じ
た
歯
科
健
診
の
充
実
」と
と
も
に
、「
口
腔
機

能
管
理
の
推
進
」の
対
象
を「
入
院
患
者
や
要
介
護
者
」か

ら「
国
民
に
対
す
る
」と
拡
大
し
、「
地
域
に
お
け
る
医
科
歯

科
連
携
の
構
築
」も
新
た
に
加
え
、さ
ら
に
充
実
し
た
内
容

で
歯
科
の
重
要
性
が
記
さ
れ
ま
し
た
。合
わ
せ
て「
歯
科
保

健
医
療
の
充
実
・
強
化
」の
た
め
の
予
算
も
、2
年
前
の
4
億

2
9
0
0
万
円
か
ら
今
年
度
は
7
億
6
3
0
0
万
円
に
、

そ
し
て
来
年
度
も
８
億
円
と
確
実
に
伸
び
て
き
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、初
め
て「
介
護
予
防（
フ
レ
イ
ル
対
策
も
含
む
）」も

「
骨
太
方
針
」に
記
さ
れ
、そ
れ
に
は「
運
動
、口
腔
、栄
養

等
」が
重
要
と
、介
護
予
防
と
し
て
の
歯
科
口
腔
医
療
に
も

脚
光
が
当
た
り
始
め
ま
し
た
。こ
の
こ
と
は
、皆
保
険
制
度

を
維
持
す
る
た
め
に
疾
病
や
介
護
の
予
防
へ
国
の
政
策
の

重
点
化
が
必
須
と
な
っ
て
き
た
こ
と
、国
民
の
中
で
も
健
康

づ
く
り
と
し
て
の
歯
科
の
重
要
性
へ
の
認
識
が
高
ま
っ
て
き

た
こ
と
の
証
左
と
思
い
ま
す
。

　

さ
ら
に
昨
年
11
月
に
は
、首
相
の
諮
問
会
議
で
あ
る
未
来

投
資
会
議
の「
経
済
政
策
の
方
向
性
に
関
す
る
中
間
整
理
」

で
も
、「
重
症
の
歯
周
病
を
放
置
す
る
と
、糖
尿
病
が
発
症

す
る
可
能
性
が
あ
る
」と
し
て
、「
現
在
10
歳
刻
み
で
行
わ
れ

「
生
涯
を
通
じ
た
歯
科
健
診
」の

 

法
制
化
を        

参
議
院
議
員 

山
田
宏

て
い
る
歯
科
健
診
の
機
会
の
拡
大
、保
健
指
導
の
充
実
と
と

も
に
、歯
科
受
診
が
必
要
な
者
に
つ
い
て
は
歯
科
医
療
機
関

へ
の
受
診
を
促
す
な
ど
の
方
策
を
検
討
す
る
」と
の
記
述
が

初
め
て
入
り
ま
し
た
。

  

「
国
民
生
涯
歯
科
健
診
」の
法
制
化
に
挑
む

　

平
成
29
年
３
月
発
表
の
徳
島
県
後
期
高
齢
者
医
療
連
合

会
の
調
査
報
告
書
で
は
、定
期
的
に
歯
科
健
診
を
受
け
て
い

る
高
齢
者
の
年
間
医
療
費
は
、歯
科
健
診
を
し
て
い
な
い
高

齢
者
と
比
べ
歯
科
医
療
費
は
1
・
7
万
円
多
い
が
、医
療
費

は
11
・
7
万
円
、介
護
費
18
・
8
万
円
少
な
く
な
る
と
し
て

お
り
、歯
科
健
診
が
高
齢
者
の
疾
病
予
防
や
介
護
予
防
に

大
き
な
影
響
を
与
え
る
こ
と
が
、こ
こ
で
も
証
明
さ
れ
て

い
ま
す
。

　

そ
こ
で
今
年
は
、「
歯
科
口
腔
医
療
勉
強
会
」に
参
加
し
て

い
る
40
名
以
上
の
議
員
や
、志
を
同
じ
く
す
る
多
く
の
議
員

と
と
も
に
、骨
太
方
針
に
２
年
連
続
記
述
さ
れ
て
い
る「
生

涯
を
通
じ
た
歯
科
健
診
の
充
実
」と
い
う
国
の
方
針
を
さ
ら

に
後
押
し
す
る
た
め
、「
国
民
生
涯
歯
科
健
診
」を
推
進
す

る
新
た
な
議
員
立
法
に
是
非
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。

 　  

変
革
し
つ
つ
、２
つ
の「
保
障
」を
守
り
抜
く

　

さ
て
昨
年
10
月
の
内
閣
改
造
で
、私
は
防
衛
大
臣
政
務

官
の
重
責
を
担
う
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。先
月
に
は
、こ
れ

か
ら
10
年
間
の
防
衛
計
画
と
し
て
新
し
い「
防
衛
大
綱
」が

閣
議
決
定
さ
れ
ま
し
た
が
、中
国
や
北
朝
鮮
の
動
き
な
ど

急
速
に
変
化
す
る
わ
が
国
周
辺
の
環
境
に
対
し
て
、「
安
全

保
障
」の
あ
り
方
も
大
き
く
転
換
し
て
い
く
こ
と
に
な
り

ま
す
。

　

ま
た
わ
が
国
が
初
め
て
経
験
す
る
人
口
減
少
社
会
と
少

子
長
寿
化
の
中
で
、こ
れ
ま
で
当
然
の
こ
と
と
思
わ
れ
て
き

た
国
民
皆
保
険
制
度
な
ど
の「
社
会
保
障
」も
、そ
の
あ
り

方
が
厳
し
く
問
わ
れ
て
く
る
大
き
な
転
換
点
に
あ
り
ま
す
。

　

戦
後
70
年
以
上
に
わ
た
っ
て
、私
た
ち
が
当
然
の
こ
と
と

考
え
て
き
た「
安
全
保
障
」と「
社
会
保
障
」。こ
の
国
民
の
安

全
と
安
心
の
基
盤
と

な
る
２
つ
の「
保
障
」を
、

こ
れ
か
ら
の
時
代
に
合

わ
せ
て
変
革
し
つ
つ
守

り
抜
く
こ
と
こ
そ
私
の

使
命
と
心
に
定
め
て
、

今
年
も
し
っ
か
り
働
い

て
ま
い
り
ま
す
。

平成30年10月4日  辞令交付記念撮影（官邸）

第1回 平成28年11月7日 高橋 英登 日本歯科医師連盟会長 これからの歯科医療の目指すところ

第2回 平成29年2月13日 花田 信弘 鶴見大学歯学部探索歯学講座教授 日本人が「むだ死に」し続ける理由

第3回 平成29年4月10日 米山 武義 米山歯科クリニック医院長 超高齢社会における口腔医療時代の夜明け！！

第4回 平成29年6月12日 菊谷  武 日本歯科大学口腔リハビリテーション多摩クリニック いつまでも口から食べるために－歯科果たす役割ー

第5回 平成29年9月11日 丹沢 秀樹 千葉大学大学院医学研究院口腔科学講座教授 これからの医科・歯科医療に関する一考察ー口腔機能管理の歩みと意義、多職種連携の重要性、課題と展望ー

第6回 平成29年11月13日 鳥山 佳則 東京歯科大学教授（歯科医療管理学）・元厚生労働省医政局歯科保健課長 診療報酬改正に向けて

 平成29年12月13日  日本歯科衛生士連盟役員との意見交換会

第7回 平成30年2月5日 深井 穫博 埼玉県歯科医師会常務理事 歯科医療・口腔保健は社会保障制度の安定化に寄与する

第8回 平成30年4月2日 鳥山 佳則 東京歯科大学教授（歯科医療管理学）・元厚生労働省医政局歯科保健課長 指導・監査関係

第9回 平成30年5月21日 星  旦二 首都大学東京名誉教授 なぜ、かかりつけ歯科医がいると長生きなのか

第10回 平成30年10月15日 河原 英雄 歯科医師・医学博士 噛み合わせは人生を変える

第11回 平成30年11月26日 齋藤 隆夫 デンソー健康保険組合常務理事 データDEコラボー健保組合だからできる歯科口腔衛生への取り組み

第12回 平成31年1月28日（予定） 小松本  悟 足利赤十字病院　院長 日本における医科歯科連携の現状

これまでの歯科口腔医療勉強会の講師とテーマ
開催日 講師（敬称略） テーマ

相談役 衆議院議員 田村　憲久
相談役 参議院議員 関口　昌一
相談役 参議院議員 石井　みどり
相談役 参議院議員 島村　大
相談役 衆議院議員 渡辺　孝一
相談役 前衆議院議員 比嘉　奈津美
相談役 衆議院議員 白須賀　貴樹
顧問 衆議院議員 岸　信夫
座長 参議院議員 山田　宏
事務局 衆議院議員 長尾　敬
 衆議院議員 上野　宏史
 衆議院議員 大串　正樹
 衆議院議員 岡下　昌平
 衆議院議員 小倉　将信
 衆議院議員 小田原　潔
 衆議院議員 鬼木　誠
 衆議院議員 木村　弥生
 衆議院議員 古賀　篤
 衆議院議員 小林　鷹之
 衆議院議員 斎藤　洋明
 衆議院議員 佐々木　紀
 衆議院議員 繁本　護
 衆議院議員 田中　英之
 衆議院議員 田畑　毅
 衆議院議員 田畑　裕明
 衆議院議員 中谷　真一
 衆議院議員 根本　幸典
 衆議院議員 船橋　利実
 衆議院議員 堀内　詔子
 衆議院議員 本田　太郎
 衆議院議員 三ツ林　裕巳
 衆議院議員 山田　賢司
 衆議院議員 和田　義明
 参議院議員 磯﨑　仁彦
 参議院議員 井原　巧
 参議院議員 大野　泰正
 参議院議員 上月　良祐
 参議院議員 酒井　庸行
 参議院議員 末松　信介
 参議院議員 中泉　松司
 参議院議員 丸川　珠代
 参議院議員 山下　雄平

歯科口腔医療勉強会  メンバー

平成30年12月11日現在　以上42名



参議院議員（自由民主党）
防衛大臣政務官 兼 内閣府大臣政務官
所属委員会…………………………………………………
外交防衛委員会
沖縄及び北方領土に関する特別委員会
………………………………………………………………
昭和33年（1958年）1月8日生まれ（61歳）
京都大学法学部卒業。松下政経塾第2期生。
東京都議会議員（2期）
衆議院議員（2期）・杉並区長（3期）

山田宏（やまだ ひろし）プロフィール

『世界に誇れる日本』を創るため、
山田宏は日々活動しております。
そのためには、皆様のご支援が必要です。
ぜひ、山田宏の活動を支えてください。

山田宏を
応援してください

●「山田宏よい国後援会」にご入会ください。
　会費：年額 10,000円
●自由民主党（山田が支部長を務める「自由民
   主党東京都参議院比例区第二十二支部」）
   党員になってお支えください。
　満18歳以上、日本国籍を有する方が対象です。
　党費：年額 4,000円（家族党員は2,000円）
⇒ご協力いただける方は、事務所までご連絡ください。
　・機関紙を送付
　・イベントのご案内
　・メールマガジンの配信
　・国会議事堂・議員会館などの見学の受付などの特典
　  があります。

会合にお呼びください
グループの会合など、ぜひ山田宏にお声がけください。
山田の目指す日本の姿を少しでも多くの方に知ってい
ただきたいと考えています。
国政を身近に感じられるようお話をさせていただき、皆
様のご意見をうかがい、疑問にお答えいたします。

山田宏の日々の活動は、ホームページ、
フェイスブック、ツイッターでご紹介しています

山田宏公式サイト：www.yamadahiroshi.com
山田宏公式Facebookページ：
https://www.facebook.com/yamadahiroshi.page/
山田宏公式ツイッター：@yamazogaikuzo

⇒ぜひチェックしてください！

　上記などお問い合わせはこちらにお願いいたします。

　山田宏  国会事務所
　〒100-8962  東京都千代田区永田町2-1-1　
　参議院議員会館1205号室
　Tel.03-6550-1205  Fax.03-6551-1205

　山田宏  よい国後援会事務所
　〒102-0073  東京都千代田区九段北3-2-1　
　神戸田中ビル2階
　Tel.03-6256-9062  Fax.03-6256-9063
　メールでのお問い合わせ
　info@yamadahiroshi.com

「慰安婦問題は
こうして動いた」
（平成28年 
産経出版社）

「政治こそ経営だ」
（平成28年 
日経BP社）

「道を拓く男。山田宏」
（平成28年 
光明思想社）

「「日本よい国」構想」
（平成21年　
神楽サロン出版）
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人
口
減
で
長
寿
少
子
化
に
突
入
し
て
い
る
日
本
。こ
の
ま
ま
で
は
皆
保
険

制
度
が
崩
壊
す
る
の
で
は
？「
い
つ
で
も
、ど
こ
で
も
、誰
で
も
、良
質
な
医

療
が
受
け
ら
れ
る
」こ
と
が
で
き
な
く
な
る
？

　
で
は
、ど
う
し
た
ら
皆
保
険
制
度
を
こ
れ
か
ら
も
維
持
し
て
い
く
こ
と

が
で
き
る
の
で
し
ょ
う
か
。そ
れ
は
、国
が
疾
病
予
防
や
介
護
予
防
に
力
を

入
れ
て
、「
か
か
ら
な
く
て
も
よ
い
病
気
に
か
か
ら
な
い
」「
か
か
っ
て
も
重

く
な
ら
な
い
」よ
う
に
健
康
政
策
に
重
点
を
移
し
て
い
く
し
か
あ
り
ま
せ
ん
。

　
で
は
、そ
ん
な
健
康
政
策
が
あ
る
の
で
し
ょ
う
か
？

　
あ
り
ま
す
。そ
れ
は
、山
田
宏
が
杉
並
区
長
時
代
に
推
進
し
実
証
し
て
き

た
健
康
政
策
。「
口
腔
の
健
康
」を
進
め
る
政
策
で
す
。

　
デ
ー
タ
①
は
、要
介
護
者
の
方
を
対
象
に
、口
の
中
を
定
期
的
に
き
れ
い

に
し
た
場
合（
口
腔
ケ
ア
あ
り
）と
、何
も
し
な
か
っ
た
場
合（
口
腔
ケ
ア
な

し
）を
比
較
す
る
と
、定
期
的
に
口
腔
ケ
ア
し
て
い
る
方
の
肺
炎
の
発
症
率

が
低
く
な
る
と
い
う
結
果
で
す
。

　
デ
ー
タ
②
は
、病
院
の
入
院
患
者
を
対
象
に
、歯
科
専
門
医
に
よ
る
口
の

中
の
ケ
ア
を
し
た
場
合（
口
腔
機
能
管
理
あ
り
）と
、し
て
な
い
場
合（
口
腔

機
能
管
理
な
し
）を
比
較
す
る
と
、口
腔
機
能
管
理
あ
り
の
入
院
患
者
の
在

院
日
数
の
方
が
短
い
と
い
う
結
果
で
す
。つ
ま
り
早
く
治
っ
て
退
院
で
き
る

と
い
う
こ
と
で
す
。

　
デ
ー
タ
③
は
、残
っ
て
い
る
歯
の
本
数
が
多
い
人
の
方
が
、医
療
費
が
安

い
と
い
う
結
果
で
す
。歯
の
本
数
が
少
な
い
人
は
、糖
尿
病
や
高
血
圧
に
お

い
て
医
療
費
が
高
く
な
る
傾
向
が
あ
る
と
の
こ
と
。

　
デ
ー
タ
④
は
、歯
が
痛
く
な
く
て
も
定
期
的
に
歯
科
健
診
を
受
け
て
い

る
人
の
方
が
、年
間
の
医
療
費
が
少
な
い
。つ
ま
り
歯
科
健
診
に
行
か
な
い

人
の
方
が
病
気
に
な
り
や
す
い
と
い
う
結
果
で
す
。

　
い
か
が
で
す
か
？

私
は
、こ
れ
か
ら
の
健
康
政
策
の
柱
に「
口
腔
の
健
康
」を
す
え
る
べ
き
と
考

え
て
い
ま
す
。

　
具
体
的
に
は
、現
在
高
校
ま
で
義
務
化
さ
れ
て
い
る
歯
科
健
診
を
、全
世

代
に
わ
た
っ
て
義
務
化
し
て
い
く
こ
と
で
す
。そ
う
す
れ
ば
、デ
ー
タ
で
示
さ

れ
て
い
る
よ
う
に
、病
気
に
か
か
り
に
く
く
な
り
、健
康
で
長
寿
な
人
が
増
え
、

結
果
的
に
医
療
費
が
下
が
り
、皆
保
険
制
度
が
維
持
さ
れ
て
い
く
の
で
す
。

　昨年9月の台風21号で、大阪市にある旧真田山陸軍墓地（国有地）が、倒木や墓石の倒壊など大きな被害を受け
たのに、その復旧が滞っていることが問題となりました。
　山田宏は「軍人墓地の乱れは、国の乱れ」と考え、9月27日財務省に対して、速やかに旧真田山陸軍墓地の復旧策
をとるよう申し入れると同時に、あわせて全国86か所ある旧軍用墓地の状況を調査するよう要請しました。
　その結果、旧軍用墓地は旧陸海軍から旧大蔵省が引き継ぎ、そのうち
44か所は財務省の所管で地方自治体に無償貸し付けをし、残りの42か
所は地方自治体等に所有権を移譲しており、真田山も含め国所管の墓地
で修繕を要する墓石や慰霊碑、そし納骨堂などが多数あることが判明し
ました。
　そこで国では今後、修繕を必要とする工作物全てについて、今年から
計画的に修繕するため、これまで年間300万円程度の予算を、5年間で5
億円と大幅に拡充することになりました。旧真田山陸軍墓地については
先行して修復していきます。

データ①

データ②

データ③データ④

損傷がすすむ「旧軍用墓地」、国の責任で修繕
　　　　　　　～「軍人墓地の乱れは、国の乱れ」と財務省に要請

デ
ー
タ
で
一
目
瞭
然
！

「
口
腔
の
健
康
が
、全
身
の
健
康
に
直
結
」

日本歯科医師連盟資料を元に作成（③④とも）

真田山陸軍基地維持会HPより
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